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山
形
県
議
会
２
月
定
例
会
予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
３
日
に
行
わ
れ
、
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
や
フ
ル
ー
ツ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
県
の
考
え
方
や
今
後
の
展
開
、
産
業
系
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
地
域
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
だ
け
に
、

県
が
地
域
や
自
治
体
、関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
号
で
は
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
森
谷
仙
一
郎
】

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

（
以
下
＝
モ
ン
テ
）
の
新

ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
予
定
地

に
天
童
市
が
選
ば
れ
て
か

ら
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
チ

ー
ム
、
県
、
天
童
市
な
ど

で
整
備
に
向
け
た
調
整
が

行
わ
れ
た
と
言
う
が
、
ど

の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い

る
の
か
。
整
備
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
】モ

ン
テ
は
県
民
に
元
気

や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

存
在
で
あ
り
、
本
県
の
活

力
づ
く
り
に
資
す
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
あ
る

こ
と
や
、
天
童
市
か
ら
、

不
足
す
る
こ
と
に
な
る
駐

車
場
の
代
替
地
確
保
の
考

え
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
昨
年
４
月
に
県
有

地
で
あ
る
約
14
ha
の
特
設

駐
車
場
の
使
用
に
協
力
す

る
旨
を
回
答
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
ス
タ
ジ
ア

ム
推
進
事
業
株
式
会
社
と

モ
ン
テ
の
２
社
に
お
い

て
、
先
進
事
例
な
ど
も
参

考
に
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の

整
備
計
画
の
作
成
に
向
け

た
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

現
在
は
、
今
年
１
月
末
に

建
設
場
所
の
選
定
と
い
う

一
定
の
役
割
を
終
え
た
と

し
て
解
散
し
た
新
ス
タ
ジ

ア
ム
推
進
事
業
株
式
会
社

の
事
業
を
モ
ン
テ
が
引
き

継
ぐ
こ
と
で
、
新
ス
タ
ジ

ア
ム
の
整
備
を
中
心
と
し

て
進
め
ら
れ
る
体
制
が
整

っ
た
と
こ
ろ
と
承
知
し
て

い
る
。

　

今
後
、
モ
ン
テ
が
策
定

す
る
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
具

体
的
な
整
備
計
画
が
示
さ

れ
て
い
く
と
考
え
て
お

り
、
県
と
し
て
は
、
モ
ン

テ
と
天
童
市
の
話
を
聞
い

た
う
え
で
対
応
を
検
討
す

る
。

【
森
谷
仙
一
郎
】

　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設

費
は
お
よ
そ
１
７
０
億

円
。
大
き
な
予
算
な
の

で
、
総
務
な
ど
の
中
で
も

議
論
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
現
在
、
土
地
は
県
の

所
有
で
あ
っ
て
、
今
後
は

モ
ン
テ
の
所
有
に
な
る
の

か
。
建
物
な
ど
の
ウ
ワ
モ

ノ
が
誰
の
所
有
に
な
る
の

か
。
そ
の
話
も
進
ん
で
い

な
い
。

　

執
行
部
に
お
い
て
も
事

業
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

山
形
県
も
「
一
緒
に
な
っ

て
や
る
」
と
い
う
気
持
ち

を
表
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
】

　

従
来
か
ら
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
活
動
へ
の
支
援
や
、
今

回
も
要
請
を
受
け
て
県
有

地
の
使
用
に
協
力
す
る
回

答
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

現
在
、
ど
う
い
っ
た
ス

タ
ジ
ア
ム
が
良
い
の
か
、

設
備
な
ど
機
能
も
含
め
て

検
討
さ
れ
て
お
り
、
中
長

期
的
な
運
営
計
画
も
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。

　

県
と
し
て
も
モ
ン
テ
と

地
元
天
童
市
の
話
を
十
分

に
お
聞
き
し
て
、
一
緒
に

な
っ
て
対
応
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
森
谷
仙
一
郎
】

　

県
立
寒
河
江
工
業
高
校

は
老
朽
化
の
た
め
、
現
在

新
校
舎
を
建
設
中
だ
。
建

設
費
は
54
億
円
。
令
和
６

年
４
月
に
新
校
舎
で
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

近
年
の
寒
河
江
工
業
高

校
の
志
願
者
を
見
る
と
、

令
和
２
年
か
ら
同
４
年
ま

で
１
２
０
人
の
定
員
に
対

し
て
定
員
割
れ
し
て
い

る
。
今
年
は
若
い
方
に
な

じ
む
よ
う
学
科
名
を
「
メ

カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
科
」
な
ど
横
文
字

に
変
更
し
た
が
、
今

年
も
定
員
割
れ
の
よ

う
で
残
念
だ
。

　

寒
河
江
市
で
は
学

校
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー

の
費
用
補
助
や
、
紹

介
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
な
ど
生
徒
の
募
集
に
協

力
し
て
い
る
。
学
校
で
も

校
長
が
市
内
の
全
中
学
校

を
訪
問
し
、
募
集
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

定
員
割
れ
に
な
っ
て
い

る
産
業
系
高
校
は
他
に
も

あ
る
。
定
員
維
持
を
考
え

る
根
本
的
な
募
集
に
向
け

た
改
革
が
必
要
だ
。

【
教
育
長
】

　

産
業
系
高
校
の
志
願
者

を
増
や
す
た
め
に
は
、
中

学
生
や
保
護
者
か
ら
、
学

び
の
内
容
や
高
校
生
活
を

通
じ
て
培
わ
れ
る
キ
ャ
リ

ア
等
に
つ
い
て
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
こ

の
た
め
、
生
徒
が
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ス
マ
ー
ト
農

業
、
ス
マ
ー
ト
水
産
業
等

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
課
題
解
決
型
学
習
に

取
り
組
む
様
子
や
、
卒
業

生
が
学
び
を
生
か
し
て
進

学
先
や
就
職
先
で
活
躍
し

て
い
る
様
子
な
ど
を
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
自
治
体
の
広
報
誌

等
も
活
用
し
な
が
ら
積
極

的
に
発
信
し
て
い
く
。

【森谷仙一郎】
フルーツ・ステーションは県下一円に設置す
べきと考える。県は整備案を寒河江の「最上川
ふるさと総合公園」としている。農協関係者か
らは「結局、寒河江か」と言われる。なぜ「最
上川ふるさと総合公園」にこだわるのか。フル
ーツ・ステーションの設置場所の考え方は。
【農林水産部長】
　今回の構想は、消費者に県内各産地を訪れて
フルーツを楽しんでいただく「フルーツ・ツー
リズム」を推進するものであり、その目的地と
なる「フルーツ・ステーション」については、
県内各産地に創出することを目指す。来年度か
らは、市町村・農業関係者と連携して「フルー
ツ・ステーション」の創出に向けた検討を進め
ていく。
　また、県は、それらの先導的なモデルとなる
「フルーツ・ステーション」の設置に取り組む
計画で、場所については県有地であり、県の既
存施設もあってPark-PFI（公募設置管理制度）
も活用できる都市公園に着目し、中でも高速道
路の結節点に近く、クルーズ船客を含め県内外
から幅広く集客が可能なアクセス性や市場性と
いったポテンシャルが高いと考えられる最上川
ふるさと総合公園を候補地としている。
【森谷仙一郎】
　「最上川ふるさと総合公園」は最上川に隣接
し、スケートパークもある。樹木を植えて誰が
管理するのか。農業試験場の職員に任せるのは
大間違いだ。フルーツ・ステーションは、県の
果樹生産農家に役立つものでなくてはいけな
い。今回は農林水産部の予算だが、今後観光事
業になることはないか。
【農林水産部長】
　県内各地に「フルーツ・ステーション」が設
置され、多くの方に産地に足を運んでいただく
ことは、県産フルーツの消費拡大や産地を支え
る関係人口の拡大を通して、果樹農業の持続的
な発展に直接寄与する。
　「フルーツ・ステーション」は生産者や加工
業者、飲食業者など、フルーツに関わる人々が
活躍する場になる。例えば、フルーツを使った
スイーツなどの新商品の試作・販売の場や、フ
ルーツに関するイベントの場となるなど、新た
な需要の開拓や産地の活性化に活かされること
も期待される。農産物の市場拡大と観光誘客に
一体的に取り組むものであり、観光文化スポー
ツ部をはじめ、関係部局と十分に連携してい
く。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備

フルーツ・ステーション
ネットワークの構築について

産
業
系
高
校
の
魅
力
化
に
つ
い
て

予算特別委員会

県
政
の
課
題
に
言
及

新
ス
タ
、農
業
、教
育
分
野
で
質
問
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